
氏名 就任年 西暦 月 日 備考

松山城主 小堀新介正次 慶長５ 1600 12

松山城主 小堀作助政一 慶長９ 1604

松山城主 池田備中守長幸 元和５（カ） 1619

松山城主 池田出雲守長常 寛永９ 1632 8 26

代官 米倉平大夫重種 寛永18 1641 12 6

代官 彦坂平九郎吉成 正保３ 1646

代官 彦坂九平次義重 寛文９ 1669

代官 彦坂孫三郎・平九郎 延宝４ 1676 2 3

代官 都築長左衛門則次 延宝７ 1679 4 3

庭瀬城主 久世出雲守重之 天和３ 1683 8 21

亀山城主 久世出雲守重之 貞享３ 1686 1 16

亀山城主 井上大和守正岑 元禄10 1697 6 10

代官 大草太郎左衛門正清 元禄16 1703

代官 万年七郎右衛門頼忠 宝永２ 1705 7 26

田中城主 内藤紀伊守弌信 宝永７ 1710 10 9

代官 遠山半十郎重祐 享保５ 1720

代官 鈴木九大夫正当 享保６ 1721 8 14

代官 古郡文右衛門年明 享保７ 1722 8 15

預り
岩出彦兵衛信守
平岡彦兵衛良久

享保８ 1723 8 15
美作国土居代官
大坂代官

代官 竹田喜左衛門政為 享保９ 1724 6 19

倉敷村支配領主・代官・県知事



預り
井戸平左衛門正明
窪島作右衛門長敷

享保17 1732
石見国大森代官・備中国笠岡代官
美作国久世代官

代官 小林孫四郎政房 享保18 1733 8 19

預り
石原清左衛門正顕
疋田庄九郎泰永
千種清右衛門直豊

元文５ 1740 8 17
近江国大津代官
大坂代官
大坂代官

預り 曾根五兵衛長渉 元文５ 1740 11 18 備中国笠岡代官

代官 千種清右衛門直豊 寛保元 1741 8
延享３年倉敷代官陣屋を、延享４年陣屋に八幡宮を、延享
５年牢屋を新築、寛延元年興除新田の開発目論見

代官 稲垣藤左衛門豊章 宝暦３ 1753 1 28

代官 浅井作右衛門道尹 宝暦６ 1756 宝暦12年倉敷代官の菩提寺となる長連寺が建立された

代官 内方鉄五郎当高 明和２ 1765 8 29

預り
平岡彦兵衛良寛
竹垣庄蔵直照

明和２ 1765
但馬国生野代官
美作国久世代官・備中国笠岡代官

代官 野村彦右衛門正名 明和２ 1765 12 26 明和６年倉敷義倉が発足した

代官 万年七郎右衛門頼行 明和７ 1770 8 安永元年各種の冥加・運上銀を上納させた

代官 花木伝次郎政等 安永４ 1775 6 安永７年倉敷陣屋で死去

預り
野村彦右衛門正名
平岡彦兵衛良寛

安永７ 1778 閏7 6
備中笠岡代官
但馬国生野代官

代官 守屋弥惣右衛門原福 安永７ 1778 7 27

代官 万年七郎右衛門頼行 天明４ 1784 5 25
倉敷と笠岡の代官を兼務、天明６年倉敷陣屋を改築、天明
６年小田・後月郡で農民騒擾が起こった、倉敷陣屋で死去

預り
早川八郎左衛門正紀
蓑笠之助豊昌

天明８ 1788 2 3
美作国久世代官
石見国大森代官

代官 菅谷弥五郎長昌 天明８ 1788 7 29
寛政元年沙美を実地に見分し幕府に上申、恵池が造成され
た

代官 野口辰之助直方 寛政２ 1790 12 21

代官 柘植又左衛門竹苞 寛政９ 1797 10 6

代官 三河口太忠輝昌 享和３ 1803 1 21

代官 大岡久之丞忠辰 文化３ 1806 4 21



代官 大原四郎右衛門信好 文化６ 1809 3 23

代官 大草太郎右馬政郷 文政元 1818 8 21
文政３年興除新田実現に向けた調整、文政６年興除新田が
干拓造成された、文政５年に新禄古禄騒動が熾烈化、倉敷
陣屋で死去

預り 川崎平右衛門孝保 文政12 1829 但馬国生野代官

代官 古橋新左衛門忠良 文政12 1829 7 2 天保５年に陣屋内に教諭所建設、天保６年倉敷陣屋で死去

代官 築山茂左衛門 天保７ 1836 6 2

代官 高山又蔵貞利 天保９ 1838 7 26
天保10年福田新田開発を目論見、天保11年に笠岡陣屋が出
張陣屋となった

代官 藤方彦一郎忠列 天保13 1842 5 25 嘉永３年に大洪水が起こった

代官 佐々井半十郎久保 嘉永３ 1850 4 9

代官 田中庄次郎 安政４ 1857 10 2 安政５年倉敷陣屋で死去

預り 加藤余十郎 安政６ 1859 9 1 石見国大森代官

代官 大竹左馬太郎勝昌 安政６ 1859 文久３年に倉敷陣屋の防御を固めた

代官 桜井久之助知寿 元治元 1864 11 14
慶応２年に長州第二奇兵隊脱走兵による倉敷陣屋襲撃事件
が起こった

預り 横田新之丞盛恭 慶応３ 1867 4 29 但馬国生野代官

代官 長坂半八郎信近 慶応３ 1867 5 1

県知事 内海多次郎 慶応４ 1868 5 17 倉敷県知事、元大坂代官

県知事 小原与市 慶応４ 1868 7 18 倉敷県知事、土佐藩士

県知事 伊勢新左衛門 明治２ 1869 7 27 倉敷県知事、山口藩出身

註：ゴシック体太字は倉敷村に陣屋があった代官

典拠：『倉敷市史』第三冊・第五冊、『新修倉敷市史』第三巻・第四巻、西沢淳男『江戸幕府代官履歴辞典』（岩田書院、2001
年）、『徳川幕府全代官人名辞典』（東京堂出版、2015年）、三宅正浩「近世初期備中国の所領構成―小堀政一の知行地を考え
る―」（『倉敷の歴史』第29号）


